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1. Drawing 基本操作の学習
1－1． Drawing 画面構成の確認

maidas Drawingを起動

プロジェクトを開く

すでに図面を生成した状態の
[サンプル.mdwg]を開きます。

Point

maidas Drawingファイルの拡張
子は[mdwg]です。

メインメニュー
各々のメニューを選択するとコマンドが
実⾏されます。

ツリーメニュー
• ウィンドウ
• 図面要素
• プロパティ
などを確認、編集できます。

作業ウィンドウ
作業を⾏うウィンドウです。

コマンド⼊⼒欄
各コマンドを実⾏して⼿順に従って
作業を進⾏します。

1

1

2

2

midas Drawing.exe

(1)プロジェクトを開く

(2) 画面構成の確認

作業ウィンドウ

コマンド入力欄

メインメニュー

ツリーメニュー
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[ツリーメニュー＞ウィンドウ]を選択

1－2． 自動生成モードとCADモード

(1)自動生成モード

自動生成モードで既に生成されて
いる図面の種類を確認
作業ウィンドウ上でも確認できます。

1

5

(2) CADモード

1 [CAD図面]をダブルクリック

2 (CADモード)を確認

3 [cDrawing1]と[図面枠]の前
の[▶]マークをクリック

自動生成モード

CADモード

eGenファイルを読込み、
図面を自動生成するモードです。

自動生成した図面を配置し、
CADで編集するモードです。
印刷やDXFファイルへの書き出
しはCADモードで⾏います。

1

[自動生成図面]をダブルクリック2

2

3

(自動生成モード)を確認3

4

[自動生成図面]と[サンプル]の
前の[▶]マークをクリック

4

5

1

2

3

[CADモード]で既に配置されてい
る図面の種類を確認
作業ウィンドウ上でも確認できます。

44
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1－3． Drawing 基本操作の学習

(1)画面操作

1

2

画面のフィット

作業ウィンドウ上でホイールボタン
をダブルクリック

拡大縮小

ホイールボタンを前後に回転

移動

ホイールボタンを押しながらマウス
を移動

3

ホイールボタン上回し ⇒ 拡大(zoom in)

ホイールボタン下回し ⇒ 縮小(zoom out)

ホイールボタンを押しながらマウス移動 ⇒ 移動(pan)

3

21ホイールボタンをダブルクリック

作業ウィンドウ

(2) コマンド操作

1

2

コマンドライン⼊⼒

コマンドラインに[e]を⼊⼒

コマンドの選択

コマンドのリストのE(ERASE)を
選択

1
Point

コマンドの実⾏はメインメニューから
コマンドを直接選択するか、コマンド
ラインにキーボードでコマンドを⼊⼒
します。
コマンドラインに次の操作の⼿順が
示されますので、コマンドラインのメッ
セージに従い操作を進めます。

CADモード

2
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Point
maidas DrawingにはAutoCAD
LT互換のCAD機能が搭載されて
います。

AutoCADで使⽤していたショート
カットキーの設定もそのままご利⽤い
ただけます。

3 オブジェクトを選択

1階の図面枠を選択して
[Space]キー

選択したオブジェクトが削除され
ます。

4

5

コマンドの再開

再度[Space]キーを押すと直前
に実⾏したコマンドが再開します。

コマンドのキャンセル

コマンドの実⾏状態で[Space]
キーを押すとコマンドの実⾏がキャ
ンセルされます。

3

3

6 Drawingを終了

6
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2－6. 連続印刷



8

2. Drawing 操作の体験
2－1． 体験モデルの概要

建物⽤途 集合住宅

建物規模

階 数 地上5階

建物高さ 16.12m

延床面積 716.25㎡

構 造
構造種別 RC造

構造形式 XY方向ともに耐震壁付きラーメン

プロジェクト概要

操作の流れ

1. 一貫構造計算データ読み
込み

2. 図面の自動生成
3. CADに図面配置
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2－2． 一貫構造計算データの読込み

midas eGen.exe

1

ナビゲーションを閉じる

1

2

midas eGenを起動

2

新規プロジェクトを開く3

3

Point

ナビゲーションを利⽤することで、ガイ
ドに従って操作を学習するだけでな
く、実務でもそのまま活⽤できます。

×

他社の一貫構造計算のデータは
eGenから読み込みます。
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Point

ST-BridgeやCSVファイルを読込ん
でDrawingで構造図を生成するこ
とが可能です。
ST-Bridge
・BUILD.一貫（構造ソフト）
・BUS-6（構造システム）
・SS7（ユニオンシステム）
・SEIN（NTTファシリティーズ）等
CSV
・SS3（ユニオンシステム）

ST-Bridge(*.stb)ファイル読
込み

[情報＞ナビゲーション＞STB/C
SV読み込み]

読込みファイル形式の変更

ファイル形式を
[ST-Bridge(V1.4)]に変更

4

5

6 ST-Bridgeファイルの選択
[サンプル.stb]をダブルクリック

4

5

6

7

7 [OK]をクリック
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2－3． 図面の自動生成

Drawingを実⾏
「情報＞ナビゲーション＞Draw
ing実⾏] 

1

2

プロジェクトを保存

ファイル名︓サンプル.jmeb

1

1 メインメニューの｢図面生成＞
伏図を生成]をクリック

（2）伏図の自動生成

1

2

1

（1）Drawing 実⾏

Point

Drawingを直接起動して、eGen
ファイルを読込むことも出来ます。

Point

midas eGenファイルの拡張子は
[jmeb]です。

自動生成モード
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2 [OK]をクリック

2

3 コマンドラインのメッセージに従い
挿⼊基点を指定
[Space]をクリックし＜0,0＞を
指定

3 4

4 配列間隔を指定
[Space]をクリックし＜A3＞を
指定

[ツリーメニュー＞ウィンドウ＞自
動生成図面]の図面のリストをダ
ブルクリック
該当図面がズームされます。

5

5

図面配間隔

挿⼊基点

Point

初期値に設定されている＜0,0＞
を指定します。[Space]の代りに
[Enter]でも指定できます。
初期値以外の座標値を指定する
場合は、座標値を直接⼊⼒します。

5
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（3）軸組図の自動生成
1 メインメニューの[図面生成＞軸

組図・断面図を生成＞軸組図
を生成]をクリック

2 [OK]をクリック

3 挿⼊基点を指定
1階伏図の図面枠の左上を選択

4 配列間隔を指定
[Space]をクリックし＜Ａ3＞を
指定

1

3

6 作業ウィンドウ上でホイールボタン
をダブルクリック
図面全体が画面にフィットします。

6ホイールボタンをダブルクリック

4

3

2
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5 作業ウィンドウ上でホイールボタン
をダブルクリック
図面全体が画面にフィットします。

1 メインメニューの[図面生成＞部
材リストを生成]をクリック

2 [OK]をクリック

3 挿⼊基点を指定
右図のように１階伏図の下側を
指定

生成した図面がすべて表示されな
い場合は、コマンドライン[re]を⼊
⼒してRE(REGEN)をクリック

（4）部材リストの自動生成

3

部材リスト

軸組図

伏図

5ホイールボタンをダブルクリック

1

2
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2－4． CAD図の配置

1 [ツリーメニュー＞ウィンドウ]で
[CAD図面]をダブルクリック

3

ドラッグ＆ドロップ2
生成図面を選択してCAD画面に
ドラッグ＆ドロップ

2

挿⼊基点を指定
[Space]を押して原点を指定

3

1

（1）CAD図の配置

（2）配置図面の確認

1 配置図面リストの確認
[CAD図面]、[cDrawing1]、
[図面枠]の前の[▶]マークを
クリックして、配置された図面リス
トを確認

[A-100︓1階伏図]をダブルリッ
ク１階伏図に図面枠が配置され
ていること確認

2

4 作業ウィンドウ上でホイールボタン
をダブルクリック
図面全体が画面にフィットします。

1

2

2

4ホイールボタンをダブルクリック

Point

自動生成した図面は、CADモード
に配置しないとCADで編集するこ
とは出来ません。

CADモード
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2－5． DXFファイル書き出し

1 メインメニューの[ファイル＞書き出
し＞現在のウィンドウをDWGファ
イルに書き出し]をクリック

ファイルの種類に[AutoCAD
Release11/12 ASCⅡ]を選択

2

[保存]をクリック3

Point

書き出したDXFファイルをお使いの
CADで読込んで、図面のレイアウ
トを調整したり、階段などの一貫計
算データにない情報を書き込んで
図面を完成させます。

1

3

2

2－6． 連続印刷

1 メインメニューの[ファイル＞印刷]
をクリック

1

CADモード

CADモード
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プリンター︓[midas File Printe
r]を選択
PDFに連続で印刷できます。

2

⽤紙サイズ︓[A3]を選択3

5 印刷スタイル︓[midas Drawi
ng.ctb]選択

線の太さを設定します。お使いの
Auto Cadのペン設定を利⽤す
ることもできます。

⽤紙にフィット︓チェックオフ4

2

3

4

5

連続出⼒︓チェックオン6

[図面枠を指定]をクリック7

6
7

[5Ｆ伏図]、[Ｘ2軸組図]、
[地中梁リスト-1]を選択

8

[OK]をクリック9

8

9

[OK]をクリック10

10

[保存]をクリック11

11

8

8
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3. Drawing を活⽤してもっと便利に
3－1． 図面枠の登録

（1）図面枠の読込み
業務で使⽤している図面枠を
Drawingに登録する方法を学
習します。

1 [ツリーメニュー＞ウィンドウ]で
[CAD図面]をダブルクリック

3 ファイルの種類に[DXF(*.dxf)]
を選択

2 メインメニューの[ファイル＞読込
み]をクリック

4 [図面枠サンプル.dxf]を
ダブルクリック

図面枠のブロックを分解

5 コマンド︓[X]を⼊⼒

6 X(EXPLODE)を選択

7 オブジェクトを選択︓分解する図
面枠を選択して[Space]を
クリック

1

3

4

5

6

7

2

CADモード

Point

ブロック化されたCADデータは図面
枠に登録することができません。

[図面サンプル.dxf]はブロック化さ
れていないため、ブロックの分解は
不要です。
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（2）情報タグの設定

1 [ツリーメニュー＞情報タグ]を
クリック

2 [図面枠情報]をダブルクリック

1

2

3 [S101︓図面枠 番号]を
割当て

4 [S102︓図面枠 名称]を
割当て

5 [S103︓図面枠 縮尺]を
割当て

3 4 5

3

4

5

該当の文字を選択してドラッグ＆ドロップ

Point

情報タグを割当てた情報は、該当
の図面枠に配置された生成図面と
自動で情報が連携されます。
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4 [挿⼊基点を指定]をクリックし
図面枠の左下の角をクリック

5 [オブジェクト選択]をクリックして、
図面枠全体を選択して[Space]
キー

6 [作図領域を選択]をクリックして、
右図のように2点を選択

1 [メインメニュー＞作成＞図面枠
形式定義]をクリック

2 名称︓[test_A3]を⼊⼒

3 現在の縮尺単位に[1/100]を
⼊⼒

（3）図面枠の定義

7 [OK]をクリック

1

2

3

4 5

6

7

5 6

4 クリックして選択

Point

作業領域は部材リストを図面枠に
自動レイアウトする領域となります。
事前にCADで基準となる枠を作
成しておくと便利です。レイヤーは
[Defpoint]とすることで印刷時に
出⼒しない設定にします。
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（4）定義した図面枠の登録

1 [ツリーメニュー＞図面要素]を
クリック

3 グループ名称に[test]を⼊⼒して
[Enter]キー

図面枠グループの作成

2 図面要素(ホスト)の下の
[図面枠]を右クリックし
[新しい図面枠グループ]をクリック

Point

図面枠はクライアント別に[図面枠
グループ]を作成して管理すると
便利です。

3

2

1

4 図面要素(クライアント)の下に
ある図面枠の前の[▶]をクリック

6 [登録された図面要素＞図面枠
＞test]の前の[▶]をクリック

図面枠の登録

5 先ほど定義した[test_A3]を右
クリックして[登録＞test]をクリッ
ク

7 [test_A3]が図面枠グループに
登録されたことを確認します。

Point
[図面要素(クライアント)＞図面
枠]で登録した図面枠は、登録し
たプロジェクトファイルでのみ使⽤で
きます。

[登録された図面要素＞図面枠]
に登録された図面枠は、すべての
プロジェクトファイルで共通に使⽤で
きます。

4

5

6

7

8 登録された図面要素の[test_A
3]を右クリックして[ホストファイル
に上書き]を実⾏します。

8

9

9 [OK]をクリック
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3－2． 部材リストの自動レイアウトの設定

（1）レイアウト設定オプション
部材リストの出⼒形式の設定方
法や、図面枠に合わせた出⼒サ
イズの調整方法を学習します。

3 [部材リスト]タブをクリック

5 [(RC)大梁リスト-断面形式]を
以下のように設定します。

4 [レイアウト設定]をクリック

・ フ ィ ッ ト︓チェックオン

・ 区切り線︓チェックオン

3

4

5 5

1 [ツリーメニュー＞ウィンドウ]で
[自動生成図面]をダブルクリック

2

2 [メインメニュー＞図面生成＞
構造図面生成マネージャー]を
クリック

1
自動生成モード

Point

生成マネージャーでは、レイアウトの
設定の他に鉄筋記号や腹筋、地
業のサイズなどを設定できます。
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1 [(RC)大梁リスト-断面形式]の
リスト枠設定をクリック

3 寸法線の離れ寸法に[2mm]を⼊
⼒

4 リスト枠設定の[OK]をクリック

5 レイアウト枠設定の[OK]を
クリック

6 生成マネージャーの[OK]を
クリック

（2）枠サイズの調整

1

5

4

2

3

2 寸歩線と枠の空き寸法に[1mm]
を⼊⼒

6
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図面枠の適⽤とレイアウトの調整結果

図面枠

レイアウトフィット

レイアウトフィット

区切り線

Point

枠サイズの調整により大梁リストの
枚数を6枚から4枚に削減しました。
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3－3． 図面スタイルのカスタマイズ

（1）テンプレートの確認
Drawingで生成される図面のス
タイルはオプションテンプレートで
管理されています。

1 [ツリーメニュー＞ウィンドウ]で
[オプションテンプレート]の前の
[▶]マークをクリック
伏軸図面と部材リストの前の[▶]
マークをクリック

2

Point

デフォルトでは基本値テンプレート
[Standard〜Template]でスタ
イルを管理します。

1

2

（2）テンプレートのカスタマイズ

2 [Standard Drawing Templ
ate-1]を右クリックして、[名称の
変更]を実⾏

名称に[test]を⼊⼒して[Enter]
キー

3

4 [test]テンプレートをダブルクリック
テンプレートの編集画面が開きま
す。

[Standard Drawing Templ
ate]を右クリックして、[複写]を
実⾏

1

5 画面上でRC構造オプションテン
プレートの[03 構造伏図]を拡
大表示

1

2

3 4

5
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6 寸法線を選択

8 色を[ByLayer]から[yellow]に
変更

9 [線及び矢印]を開き、矢印1と
矢印2のスタイルを⿊丸からティッ
ク(大)に変更

10 [文字]を開き、文字スタイルを
[MSゴシック]から[Futura]に
変更

11 [Esc]を2回押す

12 寸法スタイルが変更されたことを
確認

寸法線をカスタマイズ

6

12

8
9

10

11

クリックして選択
7 ツリーメニューの[プロパティ]を

選択

7

変更後 変更後

変更後

変更後

Point

寸法線の他に線種やレイヤー、ハッ
チング、通り心符号などのスタイル
をカスタマイズできます。
部材リストのスタイルも同様にカスタ
マイズします。
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（3）テンプレートの保存と適⽤
1 ツリーメニューの[ウィンドウ]を

クリック

3 [保存]をクリック

テンプレートを保存

2 [test]を右クリック

4 [test]を右クリック

テンプレートを適⽤

5 [現在のテンプレートに設定]を
クリック
[test]の色が変わります。

1

3

2 4
5

5

Point

テンプレートを他のPCと共有する

テンプレートファイルは以下のフォル
ダにあります。コピーして他のPCの
同じ場所に保存することでテンプ
レートを使⽤することが可能です。

C:¥MIDAS¥SystemFiles¥DRAW

ING_JP¥Drawing Templates 
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4. eGen を活⽤してもっと便利に
4－1． eGen 画面構成の確認

（1）midas eGen を起動
eGenでモデルを編集することで
2次部材の断面リストを出⼒し
たり、より正確な伏図や軸組図
を生成します。

新規プロジェクトを開く3

1. リボンメニュー
すべての機能がこ項目別に⽤意
されています。

2. アイコンメニュー
よく使⽤する機能をアイコン化し
たメニューです。

3. 作業ウィンドウ
プログラムの基本作業空間です。

4. ツリーメニュー
モデルに⼊⼒された情報を確認
できます。

5. メッセージウィンドウ
メッセージや作業⼿順が表示さ
れます。

6. スナップメニュー
図面やモデルをスナップします。

midas eGen.exe

1

ナビゲーションを閉じる

1

2

midas eGenを起動

（2）画面構成の確認

2

3

作業ウィンドウ

メッセージウィンドウ

リボンメニュー

アイコンメニュー

ツリーメニュー

スナップメニュー
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4－2． eGen 基本操作の学習

3

4

(1) 練習⽤モデルの作成3Dウィザード機能で簡単に
モデルを生成し、基本的な
モデル操作を学習します

[モデリング＞3Dウィザード]
をクリック

1

[⼊⼒]タブ内以下のように⼊⼒

X座標
距離 "5"ｍ
繰り返し "4" ⇒ [追加]

2

Y座標

Z座標

距離 "5"ｍ
繰り返し "2" ⇒ [追加]

高さ "4"ｍ
地上回数 "3" ⇒ [追加/修正]

1

2

[フレーム/スラブ]タブ内
[フレーム生成]をクリック

3

フレームが生成されたことを確認し
て[確認]をクリック

4

モデルビューに3Dモデルが生成さ
れたことを確認

5
5

Point

eGenでは3Dウィザードの他に
CAD図をガイドにしてモデリングす
ることが出来ます。
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(2) モデルの表示操作

回転
⇒3次元に回転

ホイールボタン上回し ⇒ 拡大(zoom in)

ホイールボタン下回し ⇒ 縮小(zoom out)

ホイールボタンを押しながらマウス移動 ⇒ 移動(pan)

ホイールボタンを押し
ながらマウス移動

1) ビューナビゲーションによる視点の切換え

背面

正面

左側面 右側面

2) 画面の操作

[モデリング＞3Dウィザード]
をクリック

1

移動(pan)2

2

回転3

3

視点を切り替えることによって
効率的に操作を

進めることができます。

1

拡大縮小1
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(3) モデルの選択と活性

モデルを囲んで選択1

[選択活性]アイコンをクリック

ショートカットキー︓F2

2

選択された部材のみが表示(活
性化)される

3

1

2

3

[全体活性]アイコンをクリックして、
再び全体を表示させる

ショートカットキー︓Ctrl+Shift+A

4

4

左 ⇒ 右へ囲む

囲んだ範囲に完全に含まれる部
材を選択

5

右 ⇒ 左へ囲む

囲んだ範囲に一部が含まれる部
材を選択

6

5

6

部材を選択したり、
必要な部分のみ表示させる

方法を学習します。
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(4) ドラッグ＆ドロップ

[情報ツリー＞部材＞柱]
⇒ 現在柱の断面IDは77

1

1

2

3Fの柱を選択2

[情報ツリー＞部材＞
柱＞44:400×400(3)]を
モデルビューにドラッグ＆ドロップ

3
ドラッグ＆ドロップ
3

ドラッグ＆ドロップで
直感的に部材情報を

変更することができます。

柱の断面サイズが変更されたこと
を確認

4 4

(5) コマンド⼊⼒

1

[モデリング＞
部材生成＞壁＞壁]をクリック

1

2 始点と終点を指定して壁を生成
し、[Space]を押してコマンドを終
了する

3

2

[Space]を押すと[壁生成]コマン
ドが再実⾏される

4

3

再び始点と終点を指定して壁を
生成し、[Space]を押してコマン
ドを終了する

メニューから選択したコマンドの
終了や再実⾏する方法を

学習します。

4
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eGenで2次部材の配筋を⼊⼒
すると、Drawingで小梁やスラ
ブの断面リストを生成できます。

1

1 [設計条件＞断面検定⼊⼒
情報＞RC＞小梁⼊⼒情報]を
クリック

3 配筋情報を⼊⼒

⼩梁の配筋⼊⼒

2 [小梁]タブをクリック

4 [スラブ]タブをクリック

スラブの配筋⼊⼒

5 配筋情報を⼊⼒

参考モデルでは既に配筋情報が
⼊⼒されています。

4－4． 梁やスラブのレベルの編集
部材のレベルを⼊⼒することで、
より正確な伏図や軸組図を
生成できます。

1 [情報ツリー＞層情報＞3F]を
ダブルクリック⇒3F層が選択され
ます。

層の選択と活性

2 [F2]キーを押す⇒3F層のみが
表示されます。

(1) モデルの活性化

1

4

2

4－3． 小梁やスラブの配筋⼊⼒

[サンプル_モデル編集.jmeb]を開く

6 [確認]をクリック

6

3

5
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1 [メインメニュー＞モデリング>
編集＞移動＞レベル移動]を
クリック

2 メッセージウィンドウのメッセージに
従い

・ 垂直方向移動距離︓ [-20
0]mmを⼊⼒して[Space]キー

1

(2) 部材の選択

1 [アイコンメニュー＞All Off]を
クリック

3 レベルを編集する部材を選択

2 [アイコンメニュー]のスラブをクリック
12

3

2

(3) レベルの編集

アイコンメニューの[スラブ透過]
ボタンを切り替えると部材のレベ
ルが分かり易く⾒えます。
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4－5． 部材のタイプと図面の種類

(1) 部材の配置
部材のタイプを使い分けることで、
より多くの断面リストを生成でき
ます。

1 [モデリング＞部材生成]から部
材のタイプに応じて部材を配置し
ます。

3 [部材＞梁]をチェック

部材の配置

2 [アイコンメニュー＞ディスプレイ]を
クリック

部材タイプの確認

4 [確認]をクリック

1 [ツール＞質問＞部材属性詳細]
をクリック

部材属性の確認

2 スラブを選択

1

2

3

(2) 部材タイプの確認

(3) 部材属性の確認

2

4

1

2

3 [ツリーメニュー＞属性]で部材の
属性を確認

3

Point

属性ツリーから部材のレベルや寄り
の寸法を直接編集できます。
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Point

右の表の断面リストの他に、直接
基礎や杭基礎、露出柱脚、継ぎ
⼿のリストも自動で生成することが
出来ます。

※モデリングの方法は以下の資料
をご参照ください。

「RC造の設計チュートリアル」
「S造の設計チュートリアル」

(4) 部材のタイプと図面種類
部材タイプ 生成図面

柱 柱 柱リスト

壁
壁 壁リスト

パラペット ー

梁

大梁 大梁リスト

小梁 小梁リスト

基礎梁 基礎梁リスト

片持ち梁 大梁リスト

スラブ
スラブ スラブリスト

デッキスラブ デッキスラブリスト

ブレース ブレース ブレースリスト



midas Drawing の効用

テストモデルの概要

自動生成図面の種類

建物概要

・用途 ：集合住宅

・構造種別 ：鉄筋コンクリート造

・階数 ：地上6階

・延べ床面積 ：3347.84 m2

伏図：7枚 / 軸組図：13枚 / 断面リスト：14枚 合計34枚

S-1 1階 伏図 S-13 Y5軸組図 S-25 RC大梁 リスト2

S-2 2階 伏図 S-14 X1軸組図 S-26 RC大梁 リスト3

S-3 3階 伏図 S-15 X2軸組図 S-27 RC大梁 リスト4

S-4 4階伏図 S-16 X3軸組図 S-28 RC大梁 リスト5

S-5 5階 伏図 S-17 X3A軸組図 S-29 RC大梁 リスト6

S-6 6階 伏図 S-18 X4軸組図, X5軸組図 S-30 RC大梁 リスト7

S-7 R階 伏図 S-19 X6軸組図, X7軸組図 S-31 RC大梁 リスト8

S-8 Y1軸組図 , Y2軸組図 S-20 X8軸組図 S-32 RC大梁 リスト9

S-9 Y3軸組図 , Y4軸組図 S-21 地中梁 リスト S-33 RC大梁 リスト10

S-10 Y3A軸組図 S-22 RC柱 リスト1 S-34 RC小梁，スラブ，壁リスト

S-11 Y3B軸組図 S-23 RC柱 リスト2

S-12 Y5A軸組図 S-24 RC大梁 リスト1

自動生成図面のリスト

1階伏図 RC大梁リスト

midas Drawingの自動生成機能を実務で活⽤すると、設計業務でどれだけ効⽤があるか、
実施設計に即したテストモデルを通して分析してみました。



midas Drawing の効用

Drawingの効果を費⽤と時間に換算すると・・・

時間の削減効果

図面枚数 外注図面単価/枚 Drawingの業務比率 外注費

伏図/軸組図 20 ¥20,000
50%

¥200,000

部材リスト 14 ¥8,000 ¥56,000

外注費合計 ¥256,000

業務日数 8.5日

※Drawingの業務比率は加筆修正や設計変更に対応しないものとして図面業務全体の50%と仮定します。

※業務日数は人件費単価を¥30,000として算出しています。

※外注図面単価は当社の調査結果を利用しています。

従来のCAD作業 Drawingを使用 業務効果

作業時間 68時間 1.5時間 98%削減

※Drawingを使用した作業時間は当社で実施したテスト結果を用いています。

※図面スタイルや図面枠は既に設定されている状態でテストを実施しています。

※Drawingでは図面生成後にレイアウトの調整、開口マークの記入、階段の加筆等を行っています。

1物件 年間

CAD外注費 ¥256,000 ¥1,280,000

業務日数 8.5日 42.5日

CADを外注した場合¥256,000円の費⽤に、自社で作図した場合8.5日の業務時間に換算されます。
これは、構造設計者1⼈がテストモデル規模の物件を年間に5物件設計した場合、
外注費に換算すると¥1,280,000円/年、業務時間に換算すると42.5日/年に相当します。

Drawingで自動生成するとCADの作業時間が98%削減されます。

外注費用と業務日数に換算

設計者1人あたりの年間の費用と業務日数に換算

作業時間の削減効果






